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令和７年度（２０２５年度）情報公開 

学校法人 京都西山学園 

京都西山短期大学 

 

1.教育研究上の基礎的な情報 

 

※令和 6年度（2024年度）は、認証評価の実施年度であった。また、学科名称変更後の初年度であっ

た。実績を教育体制やカリキュラムの更なる見直し、整備を行った資格の見直しを主として取り組

んだ。詳細については、次の通りである。 

 

（1） 教学における取り組み 

ア 認証評価の実施について 

認証評価実施年度であったため、（一財）大学・短期大学基準協会へ依頼し実施した

。10月に訪問調査が行われ、１月に3点の改善命令がなされた。その後、改善報告書を

提出、承認されたたため、令和7年3月に適正校に認定された。 

イ コース名称変更、及びカリキュラムの見直し 

 令和７年度より「メディアIT・ビジネスコース」から「ビジネス・ITキャリアコース」へコース名称の

変更を行うこととした。またカリキュラムについては、ユニット制に編成しなおし、科目の入れ替

えも実施し履修しやすく改善した。 

こども教育コースについても、教育課程、本学の特色科目、実習について見直した。 

ウ 設備の改善 

情報処理演習室のパソコン（36台）をハイスペック・パソコンへ入れ替えた。体育リズム室、11

教室へエアコンを導入、10教室の照明をＬＥＤに変更するなど、教育環境の改善を図った。 

 

（2） 教員組織等の状況 

① 専任教員数      （令和 6 年 5 月 1 日現在） 

教 授 准教授 講 師 合 計 

 
5 5 1 11 

 

②  専任教員と非常勤教員の比率                （令和 6 年 5 月 1 日現在） 

専任教員 非常勤 

講師 

占有率（％） 

教授 准教授 講師 計 専任 非常勤 

5 5 1 11 31 26.2％ 73.8％ 

 

③ 教員一人当たりの学生数及び収容定員充足率     （令和 6 年 5 月 1 日現在） 

専任教員 

学生 
教員一人当た 

りの学生数 

収容定員 

（190名） 

充足率 
教授 准教授 講師 計 

5 5 1 11 120 10.9人 63.1％ 
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④ 学位授与率（令和 5 年度入学、令和 6年度卒業）        （令和 7年 5月 1 日現在） 

 入学者数 授与者数 授与率 保育免取得者 幼二免許 

仏教学科 47 39 82.9％ ― ― 

内、保育幼児教育コース 29 23 79.3％ 17 15 

 

⑤ 専任教員の業績 

[著書] 

高橋 司 
『豊かなこころを育む児童文化』久留美社 

カラーパネルシアター作品「おふろにだあれ？」大東出版社 

 

［学術論文］ 

保田 恵莉 

モンテッソーリ教育学と子どもの発達心理学 

 ―いま,求められる家庭教育の意義― 

Montessori pedagogy and child developmental psychology 

―Significance of home education needed now― 

公共と文化研究学会, 2号, pp.12~22, 2024 

前川 豊子 ～保育実践を通して～ 湊川短期大学紀要 第61集 ｐ41～45 

松岡 哲夫 
「生成AIにおける教育現場の展望」 

『公共と文化』vol.３pp56.57 

 

［学会発表］ 

保田 恵莉 「モンテッソーリと家庭教育」,日本保育学会シンポジウム,神戸大学, 

小野 功一郎 
「AI と協創する次世代の学び～デジタル絵本制作を通した AI 活用の教育的

アプローチと創造性の向上を検証～」日本デジタル教科書学会、東京 

宗像 裕子 
「大学教員らの労働闘争の記録ー裁判事例から見えてくるものー」 

日本労働社会学会第36回大会 同志社大学 

 

［研究発表］ 

木本 雅子 

演奏 

2024年9月27日「第159回オータム文化フォーラム」南区民ふれあい事業実行委

員会主催、南区文化協議会主菅、南区役所ホール(京都)、ピアノ連弾 

 

2024年12月20日「令和6年クリスマスフォーラム」南区民ふれあい事業実行委

員会主催、南区文化協議会主菅、南区役所ホール(京都)、ピアノ連弾 

 

2025年2月16日「文化芸能フェスティバル」南区民ふれあい事業実行委員会主

催、南区文化協議会主菅、京都テルサ（テルサホール）(京都)、ピアノ連弾 

堀川 裕之 
2024年度京都西山短期大学公開講座「世界と共に生きるー青年海外協力隊員と

しての体験から」（2025年2月26日：京都西山短期大学） 

髙橋 司 
全国童話人協会福岡総会において地元小学校の2年生4年生クラスで発表、全国童

話人協会 
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［社会活動］ 

松岡 哲雄 
高齢者向け住宅などへのビジョントレーニング導入に関する検討と提案 

東急不動産グループ「グランクレール」（シニア住宅サービス） 

 

(3) 教育施設・環境整備への取り組み 

① 情報処理演習室のパソコン（全 36台）入替 

② 体育リズム室、11教室のエアコン増設 

③ 造形室からコミュニティールームへ改装 

④ 述誠館トイレをウォシュレットへ改修 

 

キャンパス・施設紹介 

本学までのアクセス 

 

(4) 授業料、入学料、その他大学が徴収する費用 

 

入学金 200,000円  入学金 200,000円  

授業料 760,000円 （年額） 授業料 760,000円 （年額） 

施設設備費 200,000円 （年額） 施設設備費 200,000円 （年額） 

学友会費 5,000円 (年額) 学友会費 5,000円 (年額) 

保護者会費 10,000円 （年額） 保護者会費 10,000円 （年額） 

初年度合計 1,175,000円  初年度合計 1,175,000円  

 

 〈分納の場合〉 

入学金 200,000円 (春学期) 入学金 200,000円 (春学期) 

授業料 380,000円 （春学期） 授業料 380,000円 （春学期） 

施設設備費 100,000円 （春学期） 施設設備費 100,000円 （春学期） 

学友会費 5,000円 (年額) 学友会費 5,000円 (年額) 

保護者会費 10,000円 （年額） 保護者会費 10,000円 （年額） 

初年度合計 695,000円  初年度合計 695,000円  

（秋学期分は、10月に480,000円納付） （秋学期分は、10月に480,000円納付） 

※上記以外に教科書代は、別途必要 

※２年次のみ同窓会費（\10,000）が必要 

※こども教育コースは、保育・教育実習等にかかる費用（全 5 回 ¥20,000／回）が別途必要 

 

２.修学上の情報 

 

(1) 学科、専攻 コース名、入学定員 

共生社会学科（入学定員９０名）〈2025年度入学定員〉 

   こども教育コース        ４０名 

   ビジネス・ＩＴキャリアコース  ４０名 

   仏教コース           １０名 

 

https://seizan.ac.jp/outline/campus/
http://www.seizan.ac.jp/access/
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(2) 学生募集 

 令和6年度は、令和7年度入学者数の目標を90名として学生募集に取り組んだ。結果、102名

（５月１日時点）の入学者となった。 

令和6年度の学生募集は、日本語学校の協定校、及び本学別科からの進学、また京都西山高等

学校（以下、西山高校） 通信制の内部進学を中心とした学生募集に取り組んだ。 

まず、西山高校からの進学については、令和6年度8名であったのに対し、17名と増加してお

り、その内、通信制からの内部進学者は7名であった。一方で、高等学校の協定校からの進学

者は、令和6年度3名であったが、令和7年度は1名となり減員となっている。保育系の学部・

学科への進学者が減少している状況が出ている。 

留学生の進学について、まず別科からの令和6年度の進学者が25名中11名であったのに対し、

令和7年度は75名中32名となり、進学率が向上し目標数も達成できた。 

日本語学校の協定校からは、令和6年度27名であったが、令和7年度は、21名と減員している

。要因としては、7月の日本語試験の結果による合格ラインを引き上げたことが考えられる。

ただその分、他の日本語学校から、語学力の高い進学者が入学している。 

なお、仏教コースは、令和6年度の入学者が6名であったが、令和7年度は、1名となった。 

 

(3) 入学者数 

過去 3年間の入学者数推移               （令和 7 年 5 月 1 日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4)  収容定員、在学者数           （令和 7 年 5 月 1 日現在） 
 

 
収容定員 1回生 2回生 

 

在籍数 

合計 

共生社会学科 180 102 76 178 

 

(5) 学籍異動 

    令和 6年度（2024年度）退学・除籍・休学・留年者数 

退学 除籍 休学 留年 

1名 0名 1名 2名 

 

(6) 卒業（修了）者数、進学・就職者数 

仏教学科 2021年度 2022年度 2023年度 

仏教学専攻 42 13 17 

仏教保育専攻 33 27 28 

計 

内 社会人学生 

内 留学生 

75 40 45 

2 1 4 

25 0 3 

共生社会学科 2024年度 2025年度 

こども教育コース 16 17 

メディアIT・ビジネスコース 

（ビジネス・ITキャリアコース） 
55 84 

仏教コース 6 1 

計 

内 社会人学生 

内 留学生 

77 102 

6 3 

51 79 
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令和 6年度（2024年度）進学・就職状況         （令和 7年 5月 1 日現在） 
 

 
在籍数 

(２回生時） 
卒業者数 進学者数 就職者数 

仏教コース 3 3 1 2 

みらい創造コース 8 8 1 3 

国際経営コース 1 1 0 1 

メディアＩＴ・ビジネス

コース 
6 5 1 2 

保育幼児教育コース 25 22 0 19 

計 42 39 3 27 

 

仏教コース：3名 

進学 ：１名 龍谷大学 国際学部 １名 

就職 ： 2名 誓願寺職員、自坊１名 

その他： 0名  

  みらい創造コース：7名 

進学 ：1名 大阪学院大学 経営学部 1名 

就職 ：3名 青山クオーツデンタルクリニック、長岡スイミングスクール

、いけぶちクリニック 

その他：3名 就活中3名 

  国際経営コース：1名 

進学 ：0名  

就職 ：1名 オンワード樫山㈱ 

その他：0名  

  メディアIT・ビジネスコース：6名 

進学 ：1名 大阪学院大学 経営学部 1名 

就職 ：2名 ㈱エイジェック、㈱リブ・マックス 

その他：3名 就活中2名、退学1名 

保育幼児教育コース：25名 

進学 ：0名  

就職 ：19名 【幼稚園：1名】 

【保育園：10名】（内、宇治市職員１名） 

【こども園：3名】 

【児童養護施設：2名】 

【一般企業：3名】 

㈱マツシマホールディングス、ヨリタ歯科クリニック、㈱エイ

ジェック 

その他：6名 就活中3名、留年2名、休学１名 

 

(7) 留学生の入学状況 

別科生については、令和6年春に41名、秋に20名が別科へ入学した。前年度、日本文化教育

が課題であったため、秋学期オリエンテーションの際にキャンパスマナーを設け、日本文化

教育も行うよう整備した。 
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また今後、日本語教育機関の認定について、取得へ向けて取り組んでいくこととした。 

 

(8) 修学成果に係る評価 

成績評価は、各科目に定められている単位数に相当する学修成果の有無やその内容を評価するため

に行われる。100 点満点法で評価され、60 点以上の評価が得られた場合にのみ所定の単位が認定され

る。 

 

（ア）成績評価の方法  

成績評価は、次の 4 種類の方法を基本として、これらの中、1 つまたは 2 つ以上を合わせた評価が

なされる。基本的に各科目の成績評価の方法は、その科目の授業担当者に委ねられている。なお、評

価方法等、具体的内容についてはシラバスに明示されている。 

１．筆記試験による評価 

２．レポート試験による評価 

３．実技試験による評価 

４．授業での取組状況や平常テストなど上記試験による評価とは別に、授業担当者が独自に設定す

る方法による評価 

 

（イ）成績評価の基準  

成績評価は、100点を満点とし 60点以上を合格、それに満たない場合は不合格とする。 

一度合格点を得た科目（＝既得科目）を再度履修し、改めて成績評価を受けることはできない。 

履修登録した科目の試験を受験しなかった場合、その試験の評価は H 表記となる。ただし、このよう

な場合でも、授業担当者が定めた評価方法により試験の評価以外により評価される場合がある。 

段階評価と評点の関係は、次のとおりとする。 

 

秀（100～90）、優（89～80点）、良（79～70点）、可（69～60点）、不可（59点以下） 

 

⚫ 成績証明書は、すべて段階評価で表示し、不合格科目は表示しない。 

⚫ 学業成績原簿は、春学期（前期）分を 8月下旬、秋学期（後期）分を 2月下旬に配付する。 

 

（ウ）必修・選択科目別取得必要単位数及び取得可能学位  

  2023年度以前に入学した者は、専門基礎科目（必修）8単位、仏教保育専攻は専門基礎科目（必修）

6 単位であるが、2024 年度より専門基礎科目（必修）8 単位に統一した。専門教育科目（選択）は 14

単位以上、基礎教育科目（選択）は 10 単位以上を取得し、かつ総計 62単位以上を 2 ヶ年にわたって

取得した者は、短期大学士を得ることができる。 

 なお、保育士資格を得ようとする者は、児童福祉法施行規則第 6 条の 2 第 1 項の「指定保育士養成

施設指定基準」に定める所定の単位の取得、また、幼稚園教諭二種免許を得ようとする者は、学校教

育法第 69 条の 2第 7 項に定める短期大学士の称号を有し、「教育職員免許法施行規則第 66条の 6 に

定める科目」「教科に関する科目」「教職に関する科目」に定める所定の単位を取得しなければなら

ない。 

 

(9) 修学成果に係る取り組み 

 令和 6年度（2024年度）も前年度同様の「GPS-Academic(問題解決力)」にて修 

学成果の瑕疵かを行った。2 年目となり、前年からの伸び率等、「思考力」「姿勢・態度」「経験」に

て結果が出た。これを基に、各教員にて学生へ個別にて指導を図った。 
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(10) 学生支援 

就職支援 

就職支援については、総合支援課のキャリアサポーターが、就活ガイダンス実施を実施し、また、

就職活動に向けたスタートアップガイダンス、履歴書の書き方や面接の仕方などの就活の実務、また、

個々の学生に対してのプレ面接や面接フォローアップなどにて就活を支援している。 

また、本学は担任制をとっており、年に 2 回、学生と面談を行い、その情報を総合支援室のキャリ

アサポーターと共有することによって個々のキャリア形成を支援している。 

 就職の連携については、新卒応援ハローワークとも連携して各学生の適正に合わせた就職先とのマ

ッチングを図っている。留学生についても京都ジョブパーク・京の留学生支援センターと連携し、支

援を行っている。 

 

進学支援 

本学では短期大学の課程に続き、さらなる研究について意欲のある学生に対して、3年次編入サポー

トを行っている。担任制による面談で早期に希望を把握し、教育職員で情報を共有し個々に対応して

いる。対応は、専門分野ごとに編入学試験対策（小論文の添削やプレ面接の実施）を行っている。ま

た、進学ガイダンスの実施や指定校推薦開示などは、総合支援室で対応している。 

 

学生支援 

 総合支援室のキャンパスソーシャルワーカーが、修学上の合理的配慮を主とした学生相談を実施し

ている。 

 

(11) 講義内容 

 

  2024年度 開講科目とその内容 

 2024年度シラバス 

 

３.財政上の情報 

 

収入の部 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 6年度 

学生生徒納付金 228,430 171,244 143,399 142,426 194,380 

補助金 43,608 42,336 42,661 33,115 31,865 

前受金 54,008 32,352 60,190 80,109 38,998 

前年度繰越金 130,883 133,265 28,762 122,545 102,688 

            

支出の部 令和 2年度 令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 令和 5年度 

人件費 180,676 174,645 166,459 158,899 129,649 

比率（人件費/教育活動

収入計） 
56.2% 71.7% 75.3% 68.4% 46.0% 

教育研究費 92,344 78,571 62,485 64,086 92,446 

管理経費 36,391 25,364 28,005 30,057 31,018 

施設関係経費 664 0 0 3,955 7,947 

設備関係経費 6,094 2,368 1,123 1,284 11,793 

翌年度繰越支払資金 133,265 28,762 122,545 102,688 46,562 

https://kyotoseizan-syllabus.cloud-syllabus.com/index.php


8 

 

 収入の部 

学生生徒納付金については、本科 122名、別科 136名、計 258名に対し、194,380（千円）の入学金となり、

前年比 52,000（千円）の増額となった。補助金については、前年よりも学生数が増えてはいるが、人件費削

減によって補助金は減額となった。前受金については、令和 7年度春入学の別科生について、例年よりも早

く入国の手続きを行ったが、3月中に結果が届かなかったため、61名分の 67,100（千円）の前受金の収入が

減額となった。 

 

支出の部 

支出の部については、数年前から行ってきた人件費の削減政策によって、26,240（千円）削減となった。それ

によって、人件費と教育活動収入計の比率についても、前年度より 22.4％下がり、50％を下回った。教育研

究費については、28,360（千円）の増額となった。前年度より増額となった主な理由としては、学生増に伴う

奨学費支出、及び報酬委託手数料支出の耐震工事調査費等 12,500（千円）、教学派遣職員 2,700（千円）、

短期大学認証評価申込料 1,430（千円）が理由である。管理経費支出についても、1,000（千円）弱の増額と

なった。派遣職員 1,500（千円）、不動産鑑定 275（千円）が理由として考えられる。施設設備関係支出は、耐

震補強工事設計業務の期末未払金として 5,064（千円）計上となった分が増額となっている。設備関係経費

についても、期末未払金として入れ替えたパソコンの 36台分の 8,316（千円）と、11台分 2,998(千円)が計

上となったため増額となっている。結果、翌年度繰越金については、46,562（千円）となった。 
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３.学校法人京都西山学園 財務情報 
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